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みんなで楽しく過ごすための新しいボールの使い方とルール －前期後半のスタート・全校朝会より－ 

 
夏休みが終わり、補習校もいよいよ

前期後半の授業がスタートしました。 

最初の全校朝会では、夏休み中に

新しく購入したボールを紹介し、休み

時間の使い方やルールについて校長

から話をしました。 

バスケットボールやドッジボール、サ

ッカーボール、ソフトバレーボールなど様々なボールをそろえ、それを目の前にした子どもたちは、

早く遊びたい気持ちでワクワクしている様子でした。 

話の内容としては、どんな遊びにもルールや決まりがあり、それはみんなが安心して楽しく過ご

すためであること、また、遊ぶ場所や道具をお互いに譲り合いながら、みんなが気持ちよく過ごせるように一人一人が意識

してほしいこと、そんな思いを話しました。こうした小さな場面の積み重ねを通して「ルールを守り、周りの人を大切にする姿

勢」を育てていきたいと思っています。 
 

あなたはどう考える？ －小５国語科「題材を決めて主張を考えよう」－ 

先日、小学部５年生の教室の近くを通ると、中からにぎや

かな声が聞こえてきます。ふと覗いてみると、何やら子ども

たちが２つに分かれて意見を主張し合っているようでした。 

国語の授業で、自分の考えについて根拠を明らかにしな

がら伝える「あなたはどう考える」という単元の学習。 

テーマの１つは「空を飛べる能力」と「動物と話せる能

力」、どちらか一つを選ぶならどちらがよいか。これをもと

に、それぞれの立場に分かれた子どもたちは、なぜそう考えるのか理由を挙げながら、友だちにも分かるように自分の意見

を伝えようとがんばっています。司会担当の児童は、とても大忙しの様子でしたが、手際よく進行を務めていました。 

ディベート形式で話し合う授業は、日本の公立学校でもよく用いられますが、ここ補習校でも大いに活用しています。 

ふだんはあまり発言しない子どもたちも、話し合いにだん

だん熱が入り、積極的に手を挙げて自分の考えを述べる

姿が見られるなど、教室はとても活発な雰囲気に包まれて

いました。 

ベゴニア
～「わかった」「できた」「来てよかった」 

の思いがあふれる補習校

【今後の予定】 
 

 
 
 
 
 
 

HP上では公開しておりません。 
 
 
 
 
 

 
 
 

〇/〇タグラグビー教室参加のみなさんへ 

－開始時刻変更のお知らせ－ 
 

 〇月〇日（〇）の第２回タグラグビー教室です

が、開始時刻について下記の通り変更します。 

 

【開始時刻】 

〇:〇〇（変更前） → 〇:〇〇（変更後） 

 

 以上です。 

 終了時刻は〇:〇〇で変更ありません。 

 よろしくお願いします。 
 
 


